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国立大学法人電気通信大学と東京都立調布特別支援学校は、教育連携協定を締結す

ることになり、１０月２９日（木）９時３０分から電気通信大学において調印式が行

われる。 

 

両機関は隣接して立地していたにも拘わらず、これまでは電気通信大学学生がボラ

ンティア活動として調布特別支援学校の一部の活動に関わる程度の関係を持つのみ

であったが、平成 20 年度に調布特別支援学校が東京都から委託を受けてスタートし

た「外部の教育資源を活用するための仕組みづくり」モデル事業に、電気通信大学が

協力したことがきっかけとなり、相互に連携することとなった。これまでに電気通信

大学は、調布特別支援学校の紹介ビデオ制作を支援したほか、ICT（情報通信技術）

に関する支援などを行ってきた。一方、調布特別支援学校は、特別支援学校の活動を

本学教職員や地域住民が理解するための研修会を電気通信大学で開催するなど、相互

の連携を深めるための取組みを進めてきた。 

 

今回、本連携協定を締結し、各々が持つ資源を活用して相互の連携を強めることに

より、調布特別支援学校としては、地域の特別支援教育のセンター校として、地域に

一層貢献していきたいと考えている。また、電気通信大学としては、社会貢献の一環

として、さらに学生教育の一環として連携活動を発展させたいと考えている。なお、

本連携協定において掲げた連携内容は、次のとおりである。 

1. 大学の持つ人的資源による支援に関すること 

2. 施設・設備の利用に関すること 

3. 総合コミュニケーションに資する研究・開発に関すること 

4. その他、両者の協議により必要と認める事項 

 

電気通信大学では、この４月にこれまでの組織を改組し、大学の持つさまざまな資

源を通して社会貢献を行う「社会連携センター」を設置している。本センターが中心

となって、これまでも地域貢献活動の一環として地域の小・中学生を対象とした理科

教育支援活動等を展開してきているが、今回の協定締結を通して、更に特別支援教育

の面でも、エレクトロニクスを活用した教材（生活技能育成用教材）開発など、新た

な貢献の可能性を探っていきたいと考えている。 

 

問い合わせ先 電気通信大学研究協力課 ☎０４２－４４３－５０６９ 
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        （担当：副校長 黒澤 一慶） 


